
EUの公式資料によると、病院の医療事故での死亡者数は年間１５万人。こんな数字が公開さ
れると、自然と自分の体は自分で守るという意識が高くなるようで、ヨーロッパ、アメリカで
のがん治療に栄養療法が取り入れられ、効果を出している。日本は、その逆で、病院から治療
方法がないと見放されるがん患者難民がいきつく先の一つが、栄養療法。なぜ、ガン患者難民
はできてしまうのか・・・？ あえて医療従事者を置かず、「患者目線」で、自分の病気と向き
合いながら、自分の命を守る方法を栄養ゲノムチームが、がん患者の直接の声や国内外のがん
に関する情報を元に書いた提案書。がんになる仕組みや免疫の知識、がんのための栄養学など
を理論重視なのも特徴。現在のがん治療に悩みや不安、薬の副作用への不安、再発に恐れなが
ら生活をされている方に読んでいただきたい内容です。 
 
 
サプリメントだけでは、がんは克服できないという考えの元、サプリメントと併用して、他
にどういう方法を生活習慣の中に取り入れるべきかを勉強・実践しているのが栄養ゲノム
チーム。インターネット業界での健康関連情報については、医療従事者、国や自治体又はそ
の関係者の投稿内容が信頼性の上では、高く優先される傾向が強くなってきました。その傾
向とはあえて、反対の立場をとり、全く医療従事者を入れずに、【がん宣告】を受けた患者
の実際の声や現場取材での情報を元に栄養ゲノムチームが編集。自分の命を守るのは自分
自身です。 
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【栄養ゲノムチームとは？】 
平成２３年、「薬にも勝る栄養の持つパワー」を広めたいとの思いで集結しました。あえて、
医療従事者はおかず、患者の立場だからこそ感じることや情報のとらえ方があるのではな
いかと考えたことがチーム結成の背景にあります。 
目標として掲げたのは、 
・西洋医学に限らず、広く情報を集めること 
・日本にとどまらず、世界にも目を向けること 
・人間が本来持つ自然治癒力に着目すること 
・治療だけでなく、未病への取り組みも重要視すること 
チームメンバーには、ガン闘病中の者や薬膳アドバイザーも加わっています。それぞれの立
場で話を聞き、共に苦悩と向き合いながら、最良の選択を患者さんそれぞれができるように
アドバイスをしているのが特徴です。 
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